
 

Ⅴ 環 境 衛 生 科 学 研 究 所 

 

 



 



Ⅴ 環境衛生科学研究所 

１ 試験研究組織 
 
 

総務企画課 総務企画班 所 長 

環境科学班 環境科学部 

ウイルス班 

細菌班 

微生物部 

医薬班 

食品班 

医薬食品部 

水質環境班 

大気騒音環境班 

大気水質部 

副所長 
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２ 試験研究職員構成 
 

 

※( )は兼務職員で外数、[ ]は再任用職員で内数、○は非常勤職員で外数 

技術職員 
区    分 

事 務 

職 員 研 究 行 政 

非常勤 

職 員 
計 

所 長 1    1   

副所長   1  1   

課長 1    1   
総務企画課 

総務企画班 4  1 ② 5      ②

部長  1    1   
環境科学部 

環境科学班  7(1)   7(1)  

部長  1    1   

ウイルス班  5    5   微生物部 

細菌班  6    6   

部長  1    1   

医薬班  7   ① 7      ①医薬食品部 

食品班  5(1)   5(1)   

部長  1    1        

水質環境班  4[1]   4   大気水質部 

大気騒音環境班  7   7   

計 6 45[1] 2 ③ 53[1] ③ 
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３ 試験研究方針  

（１）調査研究の方針 

ア 調査研究の背景・ニーズ 

(ｱ) 環境分野 

●現在、地球温暖化や限りある資源の枯渇、生物多様性の損失等、地球

規模の環境問題が進行している。 

●国外から越境するＰＭ2.5 による大気汚染や化学物質による水質汚染

等、新たな環境汚染物質による危機事案が発生している。 

●今後発生が予想される東海地震や南海トラフ地震の際、環境汚染物質

が施設の倒壊等に伴い大気中等に放出されることが懸念されており、

これらの環境リスクへの対応が求められている。 

●本県は世界に誇る文化遺産「富士山」があり、富士山周辺を含め、県

内の環境保全への取組は喫緊の課題である。 

●県内は地下水や湧水が豊富にあり、新たなエネルギー資源としての活

用の推進が期待されている。 

(ｲ) 保健衛生・消費生活分野 

●近年、新型インフルエンザの流行や、本来日本国内では存在していな

いデング熱患者の発生、多剤耐性菌の増加等、新たな感染症事案が発

生している。 

●危険ドラッグのように、多幸感や興奮性の作用を持つ薬物が法令で規

制されないうちに流通し、購入者が摂取することによる健康被害が発

生している。 

●これらの健康危機事案は、流行や被害拡大を防ぐために迅速かつ正確

な試験検査の実施が求められているが、新たな事案では発生時点で検

出法等が確立されていないのが現状である。 

●当研究所では本県が推進するファルマバレープロジェクトの協力機関

として、約 12 万種の化合物ライブラリーを保管、管理している。 

●化合物ライブラリーを活用した創薬探索研究において、当研究所がそ

の一翼を担うことが期待されている。 

イ 研究所の役割と強み 

(ｱ) 環境分野 

当研究所では、ＰＭ2.5 による大気汚染や化学物質等による環境汚染に

対応するための調査研究、富士山周辺の大気・水環境の保全等に関する

調査研究、県民生活に関わる生活・自然環境に関する調査研究を実施し

ている。 

これらの調査研究を通じ、県内の大気・水質に関して様々な角度から

分析したデータを長期に渡り蓄積し、ＬＣ/ＭＳやＧＣ/ＭＳ等の分析機

器を活用した高度な分析技術を習得しており、今後の研究への活用が可

能である。 

また、国や他の自治体の研究機関、大学等と連携し、幅広い研究を行

うことができる。 
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(ｲ) 保健衛生・消費生活分野 

当研究所では、新たな感染症や未知の有害物質等、新たな健康危機事

案の発生時に迅速に対応するための研究を実施している。これらの研究

を通じ、新たな健康危機事案に関する知見を蓄積しているほか、ＤＮＡ

シーケンサー、ＬＣ/ＭＳ、ＧＣ/ＭＳ等高度な機器を用いた分析技術を

習得しており、今後の研究への活用が可能である。 

また、ファルマバレープロジェクトの協力機関として、公的機関とし

て国内有数（12 万種）の化合物ライブラリーを保管、管理しており、プ

ロジェクトに参加している企業、大学、医療機関等と連携し、創薬探索

研究に寄与している。 

ウ 今後４年間の重点方向 

多様化する環境問題や健康危機事案の発生に的確かつ迅速に対応し、

科学的・技術的な面から、本県の環境と県民の健康を守る中核機関とし

ての役割を担うため、各分野において以下の項目に取り組む。 

(ｱ) 環境分野 

・地球温暖化の緩和・適応等様々な環境変化への対応 

・清れつ・良好な大気・水環境等の保全への対応 

・震災時等緊急時への対応 

(ｲ) 保健衛生・消費生活分野 

・新たな感染症等への対応 

・食品中の残留農薬等への対応 

・危険ドラッグ、その他の薬物の不適正使用に伴う健康危機事案への対応 

・静岡県発の医薬品の創製 

・生活用品の安全性の確保 

（２）試験検査（技術支援）の方針 

ア 試験検査（技術支援）の背景・ニーズ 

●近年は減少しているものの、大気汚染、水質汚濁事案は常に発生して

いる。これらの大気汚染や水質汚濁に関する短・中・長期的な変化を

捉えることができれば、汚染等が拡大する前に原因を特定し、汚染拡

大の防止対策を検討することも可能となる。そのため、大気や水質に

含まれる汚染物質を常に測定、監視することが求められている。 

●感染症や食中毒が発生した場合、保健衛生上の観点から、迅速に病原

微生物や感染源等を特定し、感染拡大や被害拡大を防ぐことが求めら

れている。 

●産業界では新たな化合物が次々と生み出されて、様々な製品等に活用

されている。その化合物に毒性や難分解性等、環境に負荷を与える性

質が認められた場合、規制物質として環境中への排出が規制される。

規制物質は増加しており、測定や試験検査の対応が必要となっている。 

●農畜水産物に使用される農薬や抗菌性物質は、人体に対する有害性が

懸念されることから、使用量や流通食品中の残留量は厳しく制限され

ているが、年々規制対象となる農薬等が増加しており、試験検査の対
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応が必要となっている。 

●日常生活において、消費者が生活用品を誤った方法で使用し、健康被

害を受けることや、誇大な製品表示により不利益を被ることがある。

そのような事案の発生を防ぐため、生活用品の安全性を確認し、正し

い使用方法について情報を提供することは重要である。 

●本県は医薬品と医療機器の生産金額の合計が全国一位であり、化粧品

と合わせると１兆円を超える等、薬事関連産業は県内の経済を支えて

いる。県内で製造される医薬品等の品質を確認することは、保健衛生

上の観点だけでなく、産業育成の観点からも重要である。また、消費

者が気軽に利用する医薬品類似食品において、健康被害を未然に防ぐ

ため、医薬品成分等の試験検査への対応が求められている。 

イ 研究所の役割と強み 

当研究所においては、環境基本法等の環境保全関係法令に基づき、県

内の大気、水質等の常時監視を行っており、生活環境や県民の健康への

影響を早期に捕らえることができる体制となっている。 

調査研究で得た知見やＬＣ/ＭＳ、ＧＣ/ＭＳ、ＰＣＲ等の高度な分析

機器及び分析技術を活用し、大気・水質環境中の汚染物質の常時監視や

測定、食中毒等の健康危機事案の発生時における迅速・集中的な検査や、

先進的、高度な技術力を要する試験・測定を実施し、早期の原因究明を

行い、その試験検査等の結果を行政機関へ速やかに提供し、周知するこ

とで県民の安全・安心を守る。 

ウ 今後４年間の重点方向 

多様化する環境問題や健康危機事案の発生に的確かつ迅速に対応し、

科学的・技術的な面から、本県の環境と県民の健康を守る中核機関とし

ての役割を担うため、以下の項目に取り組む。 

・ＰＭ2.5 や有害物質、未規制化学物質等による環境汚染状況の監視・測

定の実施 

・食中毒等の健康危機事案の発生における迅速・集中的な検査の実施や早

期の原因究明 

・先進的、高度な技術力を要する試験・測定の実施 

・測定、試験検査結果の提供 

・業者等への研修、技術指導 
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令和２年度 環境衛生科学研究所 試験研究課題一覧 

                                                令和２年４月末現在 

  ≪試験研究の重点方向≫               ≪ 研   究   課   題  ≫ 

 

 

1 大井川流域における地下水熱交換システム適地評価に関する研究(H30-R2) 

 

 

 

 

 

 

2 沿岸部における深部地下水環境の解明に向けた水文地質学的研究 (R1-R3)〈受〉 

3 海岸域におけるマイクロプラスチック等の実態調査に関する研究(R1-R2) 

4 災害時等の緊急調査を想定したGC/MSによる化学物質の網羅的簡易迅速測定 

  法の開発(R1-R3)〈共〉 

5 富士北東麓における地下水涵養機構と深部地下水流動系の解明(H30-R2)〈共〉 

6 LC-MS/MSによる分析を通じた生活由来物質のリスク解明に関する研究(R1-R3) 

〈共〉 

7 生物応答を用いた各種水環境調査方法の比較検討(R1-R3)〈共〉 

8 森林生態系における生物・環境モニタリング手法の活用(R1-R3)〈共〉 

9 (新)沿岸海域における新水質環境基準としての底層溶存酸素（貧酸素水塊）

と気候変動の及ぼす影響把握に関する研究(R2-R4)〈共〉 

10 光化学オキシダント(Ox)濃度推移に係る検証(R1-R2) 

11 (新)御殿場市北東部における地下水の汚染状況の把握(R2-R4) 

 

 

12 ファルマバレープロジェクト創薬探索研究(H16-R2)〈受〉 

13 PD-1/PD-L1阻害活性を持つ新規低分子化合物の開発(H29-R4)〈共〉 

14 (新)誤りがちDNA修復経路の抑制によるがんの治療(R2)〈共〉 

  

  

  

15食品に含まれるカフェインに関する調査(R1-R2) 

 

 

 

 

 

16 静岡県における犬と野生動物等狂犬病ウイルス浸淫実態に関する研究(R1-R2) 

17 細菌とウイルスの共感染による集団下痢症の原因究明に関する研究(R1-R2) 

18 環境からの DNA 分析を用いた下痢症起因性病原体モニタリングに関する研究

(R1-R2) 

19 (新) 野生小動物のSFTSウイルス及び日本紅斑熱リケッチアの抗体保有状況の研究 

   (R2-R3) 

20 (新) 新興細菌による食中毒の防止に関する研究(R2-R3) 

 

 

 

清れつ・良好な

大気・水環境へ

の対応 

   ［10課題］ 

地球温暖化の

緩和・適応等

様々な環境変

化への対応 

［１課題］ 

生活用品の安

全性の確保 

［１課題］ 

静岡県発の医

薬品の創製 

［３課題］ 

食中毒等の健

康危機事案の

発生における

迅速・集中的な

検査の実施や

早期の原因究

明 

［５課題］ 
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21 化粧品中の規制対象成分の分析法に関する研究(R1-R3)  

22 強壮用医薬品類縁体のスクリーニング法の開発(H30-R2)    

23 茶中の残留農薬一斉分析法の検討(R1-R2) 

24 (新)FT-IRを用いた緊急危機対応試験法の検討(R2-R3) 

 

 

 

 

 

[25] 世界農業遺産「静岡水わさびの伝統栽培」を発展させる種苗産業と新栽培

体系の確立 (R1-R3) [成]〈共〉 

[26] (新)マリンバイオ産業振興のための海洋由来微生物を活用した新たな食品

開発(R2-R4) [成]〈共〉 

 (新)：新規課題、[成]：新成長戦略研究、〈受〉：受託研究、〈共〉：共同研究、 
〈委〉：国庫委託、〈助〉：国庫補助、〈交〉：国庫交付金 

先進的・高度な

技術力を要す

る試験・検査の

実施 

［４課題］ 

その他 

［２課題］ 
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４ 令和２年度試験研究課題数 

 

研 究 課 題 数 
部門 分野 

 内 新 規

環境科学 環境科学 ７[１] 

ウイルス ２ １

微生物 

細菌 ４[１] ２[１]

医薬 ６ ２

医薬食品 

食品 ３[１] 

水質環境 ３ ２

大気水質 

大気騒音環境 ２ 

合  計 ２７[２] ７[１]

令和元年度合計 ３１[１] １４[１]

 

※ 令和２年度新成長戦略研究課題数（内数） 

研 究 課 題 数 
部門 分野 

 内 新 規

環境科学・医薬食品 環境科学・食品  １［１］ 

微生物 微生物  １［１］ １

合  計  ２［２］  １

 
 注）［］は、1 つの研究課題を複数の研究所間で実施している場合の連携機関としての研究課題

数で、内数で記載。 
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に
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地
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熱
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換
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テ
ム
適
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に
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す
る

研
究
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3
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本
県
で
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、
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エ

ネ
ル
ギ

ー
施
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や
エ
ネ

ル
ギ
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の
地
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地
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岡
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度
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す
る
と
と
も
に

、
水
温

の
長
期

観
測
に

よ
る
温

度
分
布

の

把
握
に
取

り
組
み
、
地
下

水
熱
交

換
シ
ス

テ
ム
普

及
促
進

の
た
め

の

導
入
適
地

マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
。

 

岡
智
也

 
単

独
研
究

 
環

境
政

策
課

 

県
 
単
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環
境
衛
生

科
学
研

究
所

  
 
 N
o.
2
 

部
門
/
分
野

 
試

験
研
究

の
 

重
点
方
向

 
研

究
課
題

名
 

研
究
期
間

 
課

題
内
容

説
明

 
担

 当
 

実
施
区
分
 

要
望
元

 
予

算
区
分

 

環
境

科
学

/

環
境
科
学

 

清
れ

つ
・

良

好
な

大
気

・

水
環

境
へ

の

対
応

 

2
 
沿
岸
部

に
お
け

る
深
部
地

下
水

環
境
の
解

明
に

向
け
た
水

文
地

質
学
的
研

究
 

<
受

>
 

R
1
-
R3
 

陸
域
を
流

れ
る
地

下
水
は

最
終
的

に
海
域

へ
と
流

出
す
る

こ
と
か

ら
、
沿
岸

部
の
地
質
・
地

下
水
環

境
を
評

価
す
る

上
で
、

陸
域
・

海

域
を
連
続

的
に
調
査
す
る

こ
と
が

重
要
で

あ
る
。

そ
こ
で

本
研
究

で

は
、
沿
岸

部
に
お
け
る
深

部
地
下

水
環
境

の
解
明

に
向
け

て
、
地

下

水
流
動
が

活
発
な
駿
河
湾

の
沿
岸

部
を
対

象
に
、

海
底
湧

水
を
含

め

た
水
文
地

質
学
的
研
究
を

行
う
。

 

な
お
、
海

底
湧
水

は
沿
岸

海
域
で

の
生
態

系
（
生

物
資
源

）
に
も

大
き
な
影

響
を
与
え
る
と

さ
れ
て

お
り
、

富
士
山

か
ら
の

海
底
湧

水

と
沿
岸
生

態
系
の
関
係
解

明
に
つ

い
て
も

貢
献
す

る
も
の

と
考
え

る
。

 

本
受
託
研

究
で
は

、
次
の

項
目
に

つ
い
て

調
査
を

行
う
。

 

(
1
) 

海
底
湧

出
地
下

水
調
査
 

富
士
山
水

循
環
系

の
末
端

で
あ
る

駿
河
湾

の
海
底

湧
水
位

置
に

お
い
て
採

水
し
、

分
析
（

安
定
同

位
体
比

等
）
に

よ
り
富

士
山
周

辺
か
ら
の

海
底
湧

水
を
評

価
す
る

。
 

(
2
) 

陸
域
地

下
水
環

境
調
査
 

断
層
を
主

と
し
た

地
質
構

造
把
握

や
地
下

水
性
状

等
把
握

の

た
め
の
地

下
水
環

境
調
査

に
よ
り

、
富
士

山
か
ら

駿
河
湾

に
か

け
て
海
底

湧
水
流

動
系
を

把
握
し

、
富
士

山
に
お

け
る
地

下
水

海
底
湧
出

機
構
を

推
定
す

る
。
 

村
中
康
秀

 
受

託
研
究

 
（

国
研
）

産
業
技

術
総
合

研
究
所

 

受
託

 

環
境
科
学

/
 

環
境
科
学

 

清
れ

つ
・

良

好
な

大
気

・

水
環

境
へ

の

対
応

 

3
 
海

岸
域

に
お

け

る
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
等

の
実

態
調

査
に

関
す
る
研

究
 

 

R
1
-
R2
 

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
は

世
界
で

年
間
３

億
ト
ン

が
生
産

・
消
費

さ
れ
、

う
ち

8
00

万
ト
ン
が
海
に

流
出
し

て
い
る

と
推
計

さ
れ
て

い
る
。

紫

外
線
や
熱

、
波
な
ど
の
物

理
的
な

作
用
で

細
分
化

さ
れ
、
５
m
m
以

下

の
微
細
な

破
片
と
な
っ
た

マ
イ
ク

ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ

ク
は
、

新
た
な

海

洋
汚
染
を

引
き
起
こ
し
、

水
生
生

物
に
摂

取
さ
れ

て
物
理

的
ダ
メ

ー

ジ
を
起
こ

す
こ
と
や
製
品

に
配
合

さ
れ
た

難
燃
剤

や
可
塑

剤
な
ど

の

添
加
剤
や

海
洋
中
で
吸
着

し
た
残

留
性
有

機
汚
染

物
質
（

P
CB
s
等

）

が
海
洋
生

物
に
取
り
込
ま

れ
生
態

系
に
悪

影
響
を

及
ぼ
す

こ
と
が

懸

念
さ
れ
て

い
る
。
 

そ
こ
で
、

県
内
の

海
岸
域

に
お
け

る
マ
イ

ク
ロ
プ

ラ
ス
チ

ッ
ク
等

の
実
態
を

調
査
し
、
プ

ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み

の
発
生

原
因
を

究
明
す

る
。

ま
た
海
岸

域
に
お
け
る
マ

イ
ク
ロ

プ
ラ
ス

チ
ッ
ク

等
の
実

態
マ
ッ

プ

を
作
成
し

、
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ

ッ
ク
の

発
生
源

対
策
の

推
進
に

反

映
さ
せ
る

。
 

伊
藤
彰

 
単

独
研
究

 

 

生
活

環

境
課

 

県
 単

 

<新
>：

新
規

課
題

  
<受

>：
受

託
  

<共
>：

共
同
研

究
 

<助
>：

国
庫

補
助
 

<委
>：

国
庫

委
託

  
<交

>：
国

庫
交
付

金
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環
境
衛
生

科
学
研

究
所

  
 
 N
o.
3
 

部
門
/
分
野

 
試

験
研
究

の
 

重
点
方
向

 
研

究
課
題

名
 

研
究
期
間

 
課

題
内
容

説
明

 
担

 当
 

実
施
区
分

 
要

望
元

 
予

算
区
分

 

環
境
科
学

/
 

環
境
科
学

 

清
れ

つ
・

良

好
な

大
気

・

水
環

境
へ

の

対
応

 

4
 
災

害
時

等
の

緊

急
調

査
を

想
定

し
た

GC
/
M
S
に
よ

る
化

学
物

質
の

網
羅

的
簡

易
迅

速
測

定
法

の
開

発
<共

>
 

R
1
-
R3
 

近
年
頻
発

す
る
自

然
災
害

に
よ
る

化
学
物

質
流
出

事
故
や

水
質
事

故
な
ど
の

緊
急
時
に
お
け

る
環
境

試
料
の

ス
ク
リ

ー
ニ
ン

グ
分
析

に

は
、
G
C
/M
S
に

よ
る
全

自
動
同
定

定
量
デ

ー
タ
ベ

ー
ス
シ

ス
テ
ム

（
A
IQ
S
-D
B）

を
用
い

た
分
析
法

が
有
用

で
あ
る

。
A
I
QS
-
DB

に
登
録

さ
れ
て
い

る
約

10
00

物
質
の
化

学
物
質

数
を

14
00

物
質
ま
で

増
や

す
と
と
も

に
、
機
種
間
誤

差
・
室

間
誤
差

の
確
認

を
行
う

。
ま
た

、

新
た
に
開

発
す
る

A
IQ
S
-D
B
解
析

ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア

の
試
用

、
環
境

実

試
料
で
の

評
価
を
行
う
ほ

か
、
AI
Q
S
-D
B
を

災
害
時

に
利
用

す
る
た

め

の
マ
ニ
ュ

ア
ル
策
定
を
行

う
。
 

瀧
井
美
樹

 
共

同
研
究

 

（
国

立
環

境
研

究
所

Ⅱ
型

研

究
)
 

福
岡

県

保
健

環

境
研

究

所
（

国

研
）
国
立

環
境

研

究
所
）

 

―
  

環
境
科
学

/
 

環
境
科
学

 

清
れ

つ
・

良

好
な

大
気

・

水
環

境
へ

の

対
応

 

5
 
富

士
北

東
麓

に

お
け

る
地

下
水

涵
養

機
構

と
深

部
地

下
水

流
動

系
の
解
明
<
共
>
 

H
3
0
-R
2
 

平
成

2
4
年
度
ま
で
の

３
年
間
、
富
士

山
地
域

の
自

然
・
生
活
・
産

業
・

文
化

の
基

礎
と

な
る

、
地

下
水

資
源

の
保

全
・

有
効

活
用

を
目

指
し

、
富

士
山

南
麓

に
お

け
る

地
下

水
を

主
と

し
た

水
循

環
解

明
に

関
す
る
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実

施
し
て

き
た
。

 

水
循

環
シ

ス
テ

ム
を

解
明

す
る

た
め

に
は

富
士

山
を

一
体

と
し

て

捉
え

る
必

要
が

あ
り

、
こ

れ
ま

で
は

、
富

士
山

北
麓

も
含

め
検

討
し

て
き
た
が

、
北
麓
の
水
循

環
等
に

関
す
る

情
報
は

少
な
い

。
 

こ
の
た
め

、
山

梨
県
の

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で

あ
る
本

研
究
に

参
画
し

、

富
士
五
湖

湖
底
湧
水
調
査

等
に
よ

り
水
循

環
を
解

明
す
る

と
と
も

に

地
下
水
流

動
解
析
を
行
う

 

村
中
康
秀

 
共

同
研
究

 

（
山
梨
県

富
士
山
科

学
研
究

所
）

 

山
梨
県

富
士
山

科
学
研

究
所

 

―
 

 

環
境
科
学

/
 

環
境
科
学

 

清
れ

つ
・

良

好
な

大
気

・

水
環

境
へ

の

対
応

 

6
 
L
C-
M
S/
MS

に
よ

る
分

析
を

通
じ

た
生

活
由

来
物

質
の

リ
ス

ク
解

明
に

関
す

る
研

究
<共

>
 

R
1
-
R3
 

近
年
の
化

学
物
質

に
よ
る

環
境
汚

染
実
態

を
網
羅

的
に
分

析
す
る

研
究
の
結

果
、
環
境
中
に

医
薬
品

を
始
め

と
す
る

生
活
由

来
物
質

が

多
く
存
在

し
て
い
る
こ
と

が
報
告

さ
れ
て

い
る
。

医
薬
品

は
、
特

定

の
受
容
体

等
に
作
用
す
る

こ
と
を

目
的
に

製
造
さ

れ
た
化

合
物
の

た

め
、
微
量

で
も
生
態
に
影

響
を
及

ぼ
す
可

能
性
が

否
定
で

き
な
い

。

そ
の
た
め

、
過
去
の
網
羅

分
析
等

で
存
在

実
態
を

明
ら
か

に
し
て

き

た
医
薬
品

を
始
め
と
す
る

生
活
由

来
物
質

の
国
内

各
都
市

域
に
お

け

る
濃
度
実

態
を

LC
-
MS
/
MS

を
用

い
て
把

握
す
る
。
ま
た
、
P
NE
C
等
の

毒
性
情
報

が
存
在
す
る
物

質
は
、

そ
の
情

報
を
活

用
し
て

生
態
リ

ス

ク
を
評
価

す
る
。
ま
た
網

羅
分
析

に
活
用

す
る

LC
-
QT
O
FM
S
に
内

蔵

さ
れ
た
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
に

化
学
物

質
の
情

報
を
追

加
し

、
L
C
-Q
T
O
F
MS

の
機
能
強

化
を
通
じ
、
化

学
物
質

漏
洩
事

故
等
の

非
常
時

に
お
け

る

対
応
力
の

強
化
も
図
る
。

 

山
本
愛
菜

 
共

同
研
究

 

（
国

立
環

境
研

究
所

Ⅱ
型

研

究
)
 

東
京

都

環
境

科

学
研

究

所
（

国

研
）
国
立

環
境

研

究
所
）

 

―
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環
境

衛
生
科

学
研
究

所
 
 
  
No
.
4
 

部
門
/
分
野

 
試

験
研
究

の
 

重
点
方
向

 
研

究
課
題

名
 

研
究
期
間

 
課

題
内
容

説
明

 
担

 当
 

実
施
区
分
 

要
望
元

 
予

算
区
分

 

大
気

水
質

/

水
質
環
境

 

清
れ

つ
・

良

好
な

大
気

・

水
環

境
へ

の

対
応

 

7
 
生

物
応

答
を

用

い
た

各
種

水
環
境

調
査

方
法

の
比
較

検
討
<
共
>
 

R
1
-
R3
 

環
境
中
に

は
多
種

多
様
な

化
学
物

質
が
存

在
し
、

水
生
生

物
は
常

に
複
数
の

化
学
物
質
に
曝

露
さ
れ

て
い
る

。
ま
た

、
こ
れ

ら
の
中

に

は
現
行
法

で
は
管
理
さ
れ

て
い
な

い
物
質

や
未
知

の
物
質

も
多
数

含

ま
れ
て
い

る
。
汚
染
物
質

の
水
生

生
物
へ

の
影
響

を
評
価

で
き
る

有

効
な
手
法

と
し
て
、
米
国

や
韓
国

な
ど
で

は
、
特

に
化
学

物
質
の

点

的
発
生
源

で
あ
る
事
業
所

排
水
の

評
価
・

管
理
手

法
と
し

て
、
バ

イ

オ
ア
ッ
セ

イ
(
生
物
応

答
試
験

)を
活
用
し

た
W
ET

の
考
え

方
が
用

い

ら
れ
て
い

る
。
日
本
に
お

い
て
も

環
境
省

に
よ
る

検
討
が

進
み
、「

生

物
応
答
を

用
い
た
排
水
法

試
験
(
検
討

案
)
」
が
作

成
さ
れ

た
。
本

研

究
は
、
試

験
法

(検
討

案
)
に
記
載

の
短
期

慢
性
試

験
の
ほ

か
、
諸

外

国
で
適
用

実
績
の
多
い

OE
CD

テ
ス
ト
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

20
2
(ミ

ジ
ン

コ
急
性
遊

泳
阻
害
試
験

)に
代
用

さ
れ
る

急
性
毒

性
試
験

や
藻
類

遅

延
発
光
試

験
な
ど
の
簡
易

法
の
結

果
を
比

較
し
、

水
環
境

の
調
査

方

法
と
し
て

の
適
用
を
試
み

る
と
と

も
に
、

生
物
種

や
試
験

法
に
基

づ

く
差
異
を

明
ら
か
に
す
る

。
さ
ら

に
、
生

物
影
響

が
確
認

さ
れ
た

場

合
に
は
そ

の
原
因
物
質
の

毒
性
同

定
評
価

(
TI
E
)の

方
法
を
習
得

し
、

地
域
の
水

環
境
の
向
上
に

貢
献
す

る
。

 

平
井
一
行

 
共

同
研
究

 

（
国
立
環

境
研
究
所

Ⅱ
型
研
究

)
 

埼
玉
県

環
境
科

学
国
際

セ
ン
タ

ー
（
国

研
）
国
立

環
境
研

究
所
）

 

―
 

 

<新
>：

新
規

課
題

  
<受

>：
受

託
  

<共
>：

共
同
研

究
 

<助
>：

国
庫

補
助
 

<委
>：

国
庫

委
託

  
<交

>：
国

庫
交
付

金
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生

科
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究
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 N
o.
5
 

部
門
/
分
野

 
試

験
研
究

の
 

重
点
方
向

 
研

究
課
題

名
 

研
究
期
間

 
課

題
内
容

説
明

 
担

 当
 

実
施
区
分
 

要
望
元

 
予

算
区
分

 

大
気

水
質

/

大
気

騒
音

環
境

 

清
れ

つ
・

良

好
な

大
気

・

水
環

境
へ

の

対
応

 

8
森

林
生

態
系

に

お
け

る
生

物
・
環

境
モ

ニ
タ

リ
ン
グ

手
法
の
活

用
 

<
共

>
 

R
1
-
R3
 

近
年
、
各

地
の
森

林
に
お

い
て
ブ

ナ
や
ダ

ケ
カ
ン

バ
な
ど

の
樹
木

の
衰
退
現

象
が
報
告
さ
れ

、
そ
の

要
因
の

ー
つ
と

し
て
長

距
離
移

流

に
よ
る
オ

ゾ
ン
濃
度
の
上

昇
な
ど

の
大
気

汚
染
の

可
能
性

が
指
摘

さ

れ
て
い
る

。
ま
た
、
高
濃

度
の
オ

ゾ
ン
は

ブ
ナ
の

葉
の
老

化
を
早

め

る
こ
と
も

報
告
さ
れ
て
い

る
。
一

方
、
シ

カ
の
生

息
域
拡

大
に
伴

う

林
床
植
生

の
破
壊
や
気
候

変
動
に

よ
る
土

壌
乾
燥

化
の
進

行
な
ど

に

つ
い
て
も

、
森
林
生
態
系

・
生
物

多
様
性

へ
の
影

響
が
懸

念
さ
れ

て

い
る
。
さ

ら
に
、
気
候
変

動
の
進

行
に
よ

り
大
規

模
な
自

然
災
害

に

よ
る
生
態

系
撹
乱
の
頻
度

が
高
ま

る
と
予

想
さ
れ

、
こ
れ

が
森
林

の

健
全
な
更

新
と
気
候
緩
和

や
防
災

等
に
関

す
る
機

能
の
維

持
に
影

響

を
与
え
る

可
能
性
が
あ
る

。
こ
の

よ
う
な

状
況
の

な
か
、

森
林
生

態

系
の
衰
退

／
健
全
度
を
的

確
に
評

価
し
、

そ
の
劣

化
の
兆

候
を
早

期

に
把
握
し

、
迅
速
に
対
処

す
る
た

め
に
は

、
長
期

的
・
多

面
的
な

継

続
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
実
施

と
因
果

関
係
の

把
握
が

極
め
て

重
要
と

考

え
ら
れ
る

。
そ
の
一
方
で

、
気
象

や
大
気

汚
染
と

い
っ
た

環
境
要

因

の
観
測
は

主
に
都
市
近
郊

で
行
わ

れ
て
お

り
、
山

地
に
分

布
す
る

国

内
の
森
林

生
態
系
内
で
の

観
測
デ

ー
タ
の

不
足
は

衰
退
・

劣
化
現

象

の
解
明
の

妨
げ
と
な
っ
て

い
る
。

 

先
行
研
究

で
は
、

ブ
ナ
等

の
森
林

生
態
系

に
お
い

て
、
そ

の
健
全

性
を
脅
か

す
と
考
え
ら
れ

る
要
因

（
オ
ゾ

ン
、
土

壌
乾
燥

化
、
シ

カ

食
害
、
虫
害
等

）
 に

つ
い
て

、
生

態
学
的

、
環

境
科
学

的
視
点
か

ら
、

統
合
的
に

評
価
す
る
た
め

の
長
期

継
続
可

能
な
モ

ニ
タ
リ

ン
グ
手

法

に
つ
い
て

開
発
・
検
討
し

て
き
た

。
 

本
研
究
で

は
、
①
こ
れ
ま

で
に
開

発
し
て

き
た
モ

ニ
タ
リ

ン
グ
手

法

の
普
遍
化

を
図
る
と
共
に

、
現
地

で
の
問

題
点
等

を
把
握

し
、
②

日

本
各
地
に

お
け
る
ブ
ナ
林

な
ど
、
衰
退
が

懸
念
さ

れ
る
森

林
生
態

系

の
評
価
と

保
全
対
策
に
資

す
る
た

め
の
生

物
・
環

境
モ
ニ

タ
リ
ン

グ

手
法
を
検

証
・
確
立

さ
せ
て

、
標

準
調
査

マ
ニ
ュ

ア
ル
を

作
成
整

備

し
、
③

こ
れ
ら

を
活

用
し
て

、
全

国
の
自

治
体
で

の
観
測

調
査
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク

の
展
開
を
推
進

す
る
こ

と
を
目

標
と
す

る
。

 

杉
山
優
雅

 
共

同
研
究

 

（
国
立
環

境
研
究
所

Ⅱ
型
研
究

)
 

新
潟
県

保
健
環

境
研
究

所
（
国

研
）
国
立

環
境
研

究
所
）

 

―
 

 

<新
>：

新
規

課
題

  
<受

>：
受

託
  

<共
>：

共
同
研

究
 

<助
>：

国
庫

補
助
 

<委
>：

国
庫

委
託

  
<交

>：
国

庫
交
付

金
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実
施
区
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要
望
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予

算
区
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大
気

水
質

/

水
質
環
境

 

清
れ

つ
・

良

好
な

大
気

・

水
環

境
へ

の

対
応

 

9
 
沿
岸
海

域
に
お

け
る
新
水

質
環
境

基
準
と
し

て
の
底

層
溶
存
酸

素
（
貧

酸
素
水
塊

）
と
気

候
変
動
の

及
ぼ
す

影
響
把
握

に
関
す

る
研
究

<新
><
共
>
 

R
2
-
R4
 

新
し
い
水

質
環
境

基
準
と

し
て
類

型
当
て

は
め
が

検
討
中

の
海
域

に
お
け
る

底
層

DO
の

現
場
測
定

、
及

び
そ
の

低
下
（
貧
酸

素
水

塊
形

成
）
の
要

因
と
し
て
の
Ｃ

Ｏ
Ｄ
、

ク
ロ
ロ

フ
ィ
ル

a
で
表

さ
れ
る

水

塊
中
の
有

機
物
の
質
的
評

価
、
海

水
中
の

有
機
物

を
占
め

る
植
物

プ

ラ
ン
ク
ト

ン
の
増
殖
因
子

で
あ
る

栄
養
塩

（
溶
存

性
無
機

態
窒
素

、

溶
存
性
無

機
態
り
ん
）
な

ど
に
着

目
し
た

の
現
場

調
査
、

測
定
、

試

験
等
を
行

う
。

 

ま
た
、
公
共
用
水
域

常
時
監

視
で

過
去

30
年

間
測
定

さ
れ
た
Ｃ

Ｏ

Ｄ
、
Ｄ
Ｏ

、
全
窒
素
・
全

リ
ン
と

と
も
に

気
候
変

動
の
影

響
評
価

と

し
て
の
水

温
に
つ
い
て
長

期
変
動

傾
向
の

解
析
を

行
う
。

 

田
村

隆

志
 

共
同
研
究
 

（
国
立
環

境
研
究
所

Ⅱ
型
研

究
)
 

広
島
県

立
総
合

技
術
研

究
所
（
国

研
）
国
立

環
境
研

究
所
）

 

―
  

大
気

水
質

/

大
気

騒
音

環
境

 

清
れ

つ
・

良

好
な

大
気

・

水
環

境
へ

の

対
応

 

1
0

光
化
学

オ
キ

シ

ダ
ン

ト
(
O
x)

濃
度

推
移
に
係

る
検
証

 

R
1
-
R2
 

ヒ
ト
へ

の
健

康
被

害
が

懸
念

さ
れ

る
光

化
学

オ
キ

シ
ダ

ン
ト
（
以

下
「
O

x」
と

い
う

。
）
に

つ
い

て
は

こ
れ

ま
で

、
そ

の
濃

度
指

標
と

し
て

「
環

境
基

準

の
達

成
状

況
」
「
O

x
注

意
報

の
発

令
状

況
」
「
昼

間
の

日
最

高
１

時
間

濃
度

の
年

平
均

値
」
が

用
い

ら
れ

て
き

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
こ

れ
ら

指

標
は

、
気

象
要

因
に

よ
る

変
動

が
大

き
い

こ
と

か
ら

、
長

期
的

な
傾

向

を
適

切
に

示
す

指
標

に
な

っ
て

い
な

い
こ

と
が

指
摘

さ
れ

て
い

た
。

 

 
今

般
、

県
内

の
O

x
濃

度
の

長
期

的
動

向
を

、
環

境
省

が
示

す
新

指

標
で

あ
る

「
日

最
高

８
時

間
平

均
値

の
年

間
9
9

パ
ー

セ
ン

タ
イ

ル
値

の
３

年
移

動
平

均
値

」
を

新
指

標
と

し
て

用
い

て
検

証
を

行
う

。
ま

た
、

一
酸

化
窒

素
（
N

O
）
に

よ
っ

て
O

x
濃

度
が

減
少

す
る

N
O

タ
イ

ト
レ

ー

シ
ョ

ン
効

果
を

検
証

す
る

た
め

、
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
オ

ゾ
ン

濃
度

（
[P

O
]=

[O
3
]+

[N
O

2
]-

0
.1

*[
N

O
x]

）
の

推
移

も
検

証
す

る
。

 

 
 

 
ま

た
、

O
x

濃
度

が
そ

の
原

因
物

質
で

あ
る

V
O

C
、

N
O

x
い

ず
れ

が
律

速
と

な
っ

て
い

る
か

も
併

せ
て

精
査

す
る

。
 

小
田
祐
一

 
単

独
研
究
 

生
活

環

境
課

 

県
 
単

 

<新
>：

新
規

課
題

  
<受

>：
受

託
  

<共
>：

共
同
研

究
 

<助
>：

国
庫

補
助
 

<委
>：

国
庫

委
託

  
<交

>：
国

庫
交
付

金
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1
1
御

殿
場
市

北
東

部
に

お
け

る
地

下
水

の
汚

染
状

況
の
把
握

<新
>
 

R
2
-
R4
 

県
は

、
地
下

水
の
環

境
基
準

値
を

超
え
て

揮
発
性

有
機
化

合
物
が

検

出
さ
れ
た

御
殿
場
市
内
の

４
地
点

を
平
成

３
年
度

か
ら
定

点
モ
ニ

タ

リ
ン
グ
地

点
と
し
、
継
続

監
視
を

開
始
し

た
。
 

４
地
点
中

３

地
点
は

、
５
年

以
上
環

境
基
準
に

適
合
し

た
た
め

、
定

点
モ
ニ
タ

リ
ン

グ
地
点
か

ら
除
外
（
平
成

13
年

度
２
地

点
、
平

成
1
7
年
度
１

地
点

）

し
た
が
、

御
殿
場
市
杉
名

沢
地
区

で
は
、

1
,2
-
ｼﾞ
ｸ
ﾛﾛ
ｴ
ﾁﾚ
ﾝ、

ﾄﾘ
ｸ
ﾛ
ﾛｴ

ﾁ
ﾚ
ﾝ及

び
ｸ
ﾛ
ﾛｴ
ﾁ
ﾚﾝ
が
平
成

30
年

度
に
至

っ
て
も

高
濃
度

で
推
移

し
て

い
る
。

 

ま
た
、
平
成

28
年

に
定
点

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
地
点

か
ら
２

k
m
以
上

離

れ
た
御
殿

場
市
沼
田
の
地

下
水
の

水
質
を

分
析
し

た
と
こ

ろ
、
環

境
基

準
値
以
下

で
は
あ
る
が
、
1,
2
-ｼ
ﾞ
ｸ
ﾛﾛ
ｴ
ﾁﾚ
ﾝ
0.
0
21
m
g/
L、

ﾄﾘ
ｸ
ﾛﾛ
ｴ
ﾁ
ﾚﾝ

0
.
0
07
m
g/
L
が

検
出
さ

れ
、
当
該

汚
染
が

広
く
拡

散
し
て

い
る
可

能
性

が
示
唆
さ

れ
た
。
 

し
か

し
、

現
在

ま
で

汚
染

井
戸

周
辺
調

査
を

行
っ

て
い

な
い

た

め
、

汚
染

の
広

が
り

を
把

握
し

て
い
な

い
。

高
濃

度
の

地
下

水
汚

染
の

範
囲

が
拡

散
す

る
と

、
地

下
水
の

飲
用

等
に

よ
る

人
の

健
康

に
関

す
る

被
害

が
生

じ
る

リ
ス

ク
が
高

ま
る

こ
と

か
ら

本
研

究
に

お
い

て
、

汚
染

井
戸

を
中

心
と

す
る
詳

細
な

調
査

を
実

施
し

、
地

下
水

汚
染

の
範

囲
及

び
地

下
水

流
向
を

把
握

す
る

。
 

白
岩
誉
裕

希
 

単
独
研
究

 
生

活
環

境
課

 

県
 
単

 

医
薬
食
品

/
 

医
薬

 

静
岡

県
発

の

医
薬

品
の

創

製
 

1
2
フ

ァ
ル
マ

バ
レ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
創

薬
探

索
研

究
<
受
>
 

H
1
6
-R
2
 

本
県

の
重

要
な

施
策

と
し

て
“も

の
づ

く
り

”、
“ひ

と
づ

く
り

”、
“ま

ち
づ

く

り
”、

“世
界

展
開

”の
４

つ
の

視
点

か
ら

、
富

士
山

麓
に

お
い

て
、

医
療

機
関

を
中

心
と

し
た

「医
療

健
康

産
業

ク
ラ

ス
タ

ー
の

形
成

」を
目

指
す

「フ
ァ

ル
マ

バ
レ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」が

推
進

さ
れ

て
い

る
。

 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
連

し
、

当
研

究
所

に
お

い
て

も
フ

ァ
ル

マ
バ

レ
ー

セ

ン
タ

ー
及

び
静

岡
県

立
大

学
大

学
院

薬
学

研
究

院
創

薬
探

索
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
、

創
薬

に
関

連
し

た
化

合
物

合
成

等
の

研
究

を
担

当
し

て
い

る
。

 

本
年

度
は

、
バ

ー
コ

ー
ド

に
よ

る
化

合
物

の
管

理
、

化
合

物
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

構
築

、
化

合
物

構
造

解
析

ソ
フ

ト
や

化
合

物
命

名
ソ

フ
ト
等

に
よ

る
三

次

元
構

造
解

析
や

物
性

予
測

等
の

化
合

物
情

報
の

解
析

と
収

集
、

化
合

物
情

報
を

基
に

し
た

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
用

プ
レ

ー
ト
の

作
成

、
フ

ァ
ル

マ
バ

レ
ー

セ

ン
タ

ー
か

ら
の

化
合

物
提

供
依

頼
に

基
づ

く
創

薬
探

索
セ

ン
タ

ー
等

の
共

同

研
究

機
関

へ
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
用

プ
レ

ー
ト
等

の
提

供
を

行
う
。

 

さ
ら
に
、
よ
り
良
い
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
持
っ
た
化
合
物
（
医
薬
品
開

発
候
補
化
合
物
）
の
探
索
を
目
的
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
て
解
析
を

行
う
ほ
か
、
リ
ー
ド
化
合
物
の
最
適
化
と
ラ
ボ
ス
ケ
ー
ル
合
成
等
に
関

す
る
研
究
等
、
医
薬
品
候
補
化
合
物
の
創
製
に
つ
な
が
る
研
究
を
行
う
。 

安
藤

隆

幸
 

中
村
仁

 

受
託
研
究

 
フ

ァ
ル

マ
バ

レ

ー
セ

ン

タ
ー
 

（
（

公

財
）
ふ

じ

の
く

に

城
下

町

推
進

機

構
）

 

受
 
託

 

(
創

薬
探

索
研

究
事

業
)
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環
境
衛
生

科
学
研

究
所

  
 
 N
o.
8
 

部
門
/
分
野

 
試

験
研
究

の
 

重
点
方
向

 
研

究
課
題

名
 

研
究
期
間

 
課

題
内
容

説
明

 
担

 当
 

実
施
区
分
 

要
望
元

 
予

算
区
分

 

医
薬
食
品

/
 

医
薬

 

静
岡

県
発

の

医
薬

品
の

創

製
 

1
3
 P
D-
1
/P
D
-L
1
阻

害
活

性
を

持
つ

新
規

低
分

子
化

合
物
の
開

発
 

<
共

>
 

 

H
2
9
-R
4
 

P
D
-
1/
P
D-
L1

の
結
合
を
介
し
て

、
が
ん

細
胞
は

免
疫
細

胞
の
攻

撃

か
ら
逃
れ

て
い
る
。
こ
の
結

合
を

阻
害
す

る
ニ
ボ

ル
マ
ブ

等
の
抗

体
医

薬
が
上
市

さ
れ
が
ん
治
療

に
使
用

さ
れ
て

い
る

。
し
か

し
な
が
ら

、
抗

体
医

薬
は

高
価

で
コ

ス
ト

が
か

か
り

、
医

療
費

の
圧

迫
を

招
い

て
い

る
。
そ
こ

で
、
抗
体
と
同

等
の

P
D
-
1/
P
D-
L
1
の
結

合
阻
害

活
性
を

有

す
る
低
分

子
化
合
物
を
静

岡
化
合

物
ラ
イ

ブ
ラ
リ

ー
か
ら

探
索
す

る
。

得
ら
れ
た

ヒ
ッ
ト
化
合
物

は
、
類

縁
体
合

成
と
構

造
最
適

化
を
行

い
、

臨
床
試
験

を
視
野
に
入
れ

た
リ
ー

ド
化
合

物
の
創

製
を
目

指
す
。

 

安
藤

隆

幸
 

 

共
同
研
究

 

（
県
立
静

岡
が
ん
セ

ン
タ
ー
）

 

県
立
静

岡
が
ん

セ
ン
タ

ー
 

―
 

医
薬
食
品

/
 

医
薬

 

静
岡

県
発

の

医
薬

品
の

創

製
 

1
4
誤

り
が
ち

DN
A

修
復

経
路

の
抑

制
に

よ
る

が
ん

の
治
療

<新
>
 

<
共

>
 

 

R
2
 

若
年
性
希

少
が
ん

で
あ
る

骨
肉
腫

を
好
発

す
る
ロ

ス
ム
ン

ド
・
ト

ム

ソ
ン
症
候

群
(
R
TS
:
Ro
t
hm
u
nd
-T
h
o
ms
o
n 
s
yn
d
ro
m
e)
患
者
に
お

い

て
、
誤
り

が
ち

DN
A
修
復

S
SA
(s
i
n
gl
e
-s
t
ra
n
d 
a
nn
e
al
i
ng
)経

路

が
特
異
的

に
亢
進
し
て
い

る
特
徴

を
見
出

し
て
い

る
。
こ
の

経
路

の
活

性
化
因
子

で
あ
る

R
ad
52

を
標
的

と
し
て

、
同
因
子

と
強
固

に
結

合
し

S
S
A
経

路
を
阻

害
す
る

化
合
物
の

探
索
を

行
い

、
骨
肉

腫
等
の
が

ん
治

療
薬
へ
と

開
発
を
進
め
る

。
 

安
藤

隆

幸
 

 

共
同
研
究

 

（
産
業
医

科
大
学
）

 

産
業
医

科
大
学

 

―
 

医
薬
食
品

/
 

食
品

 

生
活

用
品

の

安
全

性
の

確

保
 

1
5
食

品
に
含

ま
れ

る
カ

フ
ェ

イ
ン

に
関
す
る

調
査

 

R
1
-
R2
 

カ
フ
ェ
イ

ン
は
コ

ー
ヒ
ー

や
茶
類

、
食

品
に
含

ま
れ
る

性
質
上
、
多

く
の
消
費

者
が
意
識
せ
ず

と
も
日

常
的
に

摂
取
し

て
い
る

が
、
眠

気
防

止
を

目
的

に
ド

リ
ン

ク
な

ど
か

ら
積

極
的

に
カ

フ
ェ

イ
ン

を
摂

取
す

る
消
費
者

や
、
反
し
て

、
小

児
や

妊
婦
等

カ
フ
ェ

イ
ン
摂

取
を
避

け
る

消
費
者
が

存
在
す
る
。
平

成
27

年
に

は
カ
フ

ェ
イ
ン

中
毒
に
よ

る
死

亡
例
が
報

告
さ
れ
て
お
り

、
健
康

被
害
を

も
た
ら

す
危
険

性
が
あ

る
も

の
の

、
一
般

的
な
清

涼
飲
料

水
や

食
品
に

つ
い
て

は
カ
フ

ェ
イ
ン

含
有

量
の
表
示

義
務
は
な
く

、
消

費
者

は
商
品

か
ら
カ

フ
ェ
イ

ン
の
摂

取
量

に
つ
い
て

情
報
を
得
る
こ

と
は
難

し
い

。
そ
こ

で
、
本
研
究

に
お

い
て

は
、
飲

料
や
一

般
食
品

に
含
ま
れ

る
カ
フ

ェ
イ
ン

量
を
測

定
し
、
諸
外

国
に

お
い

て
最

大
摂

取
量

に
設

定
さ

れ
て

い
る

量
を

超
え

て
摂

取
す

る
こ
と
が

な
い
よ
う
注
意

喚
起
す

る
と
と

も
に

、
摂

取
を
望

ま
な

い
消

費
者
に
は

、
無
意
識
に
よ

る
摂
取

を
避
け

る
た
め

に
情
報

提
供
す

る
。
 

 

辻
む
つ
み

 
単

独
研
究

 
県

民
生

活
課

 

県
 
単

 

<新
>：

新
規

課
題

  
<受

>：
受

託
  

<共
>：

共
同
研

究
 

<助
>：

国
庫

補
助
 

<委
>：

国
庫

委
託

  
<交

>：
国

庫
交
付

金
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環
境
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生

科
学
研

究
所

  
 
 N
o.
9
 

部
門
/
分
野

 
試

験
研
究

の
 

重
点
方
向

 
研

究
課
題

名
 

研
究
期
間

 
課

題
内
容

説
明

 
担

 当
 

実
施
区
分
 

要
望
元

 
予

算
区
分

 

微
生
物

/
 

ウ
イ
ル
ス

 

食
中

毒
等

の

健
康

危
機

事

案
の

発
生

に

お
け

る
迅

速
・

集
中

的

な
検

査
の

実

施
や

早
期

の

原
因
究
明

 

1
6

静
岡

県
に

お

け
る

犬
と

野
生

動
物

等
狂

犬
病

ウ
イ

ル
ス

浸
淫

実
態

に
関

す
る

研
究

 

R
1
-
R2
 

野
生

動
物

及
び

咬
傷

事
故

を
起

こ
し

た
放

浪
犬

等
を

対
象

と
し

た

狂
犬
病
ウ

イ
ル
ス
の
モ
ニ

タ
リ
ン

グ
を
行

い
、
海

外
か
ら

侵
入
ま

た
は

野
生

動
物

間
で

維
持

さ
れ

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
狂

犬
病

ウ
イ

ル
ス

の
県
内
浸

淫
実
態
を
調
査

す
る
。
同
時
に
「
静
岡

県
の
狂

犬
病
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
仮

称
）
」

策
定

に
協

力
し

、
狂

犬
病

検
査

体
制
整
備

と
狂

犬
病
発
生

時
の
制
圧
体
制

整
備
を

図
る
。

 

 

阿
部
冬
樹

 
単

独
研
究
 

衛
生
課

 
県

 単
 

微
生
物

/
 

細
菌

 

食
中

毒
等

の

健
康

危
機

事

案
の

発
生

に

お
け

る
迅

速
・

集
中

的

な
検

査
の

実

施
や

早
期

の

原
因
究
明

 

1
7

細
菌

と
ウ

イ

ル
ス

の
共

感
染

に
よ

る
集

団
下

痢
症

の
原

因
究

明
に

関
す

る
研

究
 

R
1
-
R2
 

細
菌
と
ウ

イ
ル
ス

の
共
感

染
に
よ

る
集
団

下
痢
症

事
例
に

つ
い
て

、

さ
か
の
ぼ

り
調
査
を
行
い

、
共
感

染
の
多

い
細
菌

と
ウ
イ

ル
ス
に

つ
い

て
、
患

者
の
発

症
状
況
（
性

別
、
年
齢

、
潜

伏
時
間

、
症

状
、
原

因
食

品
、
生
活
環

境
及
び

生
活
習

慣
等
）
の
精
査

と
、
感
染

の
機
序
や

病
原

性
の

強
弱

に
つ

い
て

病
原

性
発

現
因

子
を

指
標

に
解

析
を

試
み

る
と

と
も
に
、
共
感
染
の
多
い

細
菌
と

ウ
イ
ル

ス
を
同

時
に
網

羅
的
解

析
す

る
遺
伝
子

検
査
方
法
を
確

立
す
る

。
 

 

小
川
紋

 
単

独
研
究
 

衛
生
課

 
県

 単
 

微
生
物

/
 

細
菌

 

食
中

毒
等

の

健
康

危
機

事

案
の

発
生

に

お
け

る
迅

速
・

集
中

的

な
検

査
の

実

施
や

早
期

の

原
因
究
明

 

1
8
 
環

境
か

ら
の

D
N
A

分
析

を
用

い
た

下
痢

症
起

因
性

病
原

体
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

関
す
る
研

究
 

 

R
1
-
R2
 

環
境
（
下

水
流
入

水
等
）
か

ら
下
痢

症
起
因

性
病
原

体
遺
伝

子
（

DN
A
）

を
効
率
的

に
検
出
す
る
方

法
を
検

討
す
る

。
そ
の

方
法
を

用
い
て

、
下

水
流
入
水

等
か
ら

D
NA

を
検
出
し

、
下
水

上
流
域

の
環
境

に
お
け

る
下

痢
症
起
因

性
病
原
体
の
分

布
を
調

査
す
る
。
検
出
さ

れ
た
病

原
体

D
NA

の
デ

ー
タ

と
当

該
地

域
で

発
生

し
て

い
る

感
染

症
や

食
中

毒
と

の
関

連
性
を
検

討
し
、
食
中
毒

発
生
時

の
汚
染

経
路
解

明
や
感

染
症
の

流
行

予
測

に
活
用

す
る
環

境
中
か

ら
の

病
原
体

D
NA

モ
ニ
タ

リ
ン
グ

手
法

と
し
て
の

評
価
を
行
う
。

 

 

森
主
博
貴

 
単

独
研
究
 

衛
生
課

 
県

 単
 

<新
>：

新
規

課
題

  
<受

>：
受

託
  

<共
>：

共
同
研

究
 

<助
>：

国
庫

補
助
 

<委
>：

国
庫

委
託

  
<交

>：
国

庫
交
付

金
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科
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所
 
 
 
 N
o
.
1
0
 

部
門
/
分
野

 
試

験
研
究

の
 

重
点
方
向

 
研

究
課
題

名
 

研
究
期
間

 
課

題
内
容

説
明

 
担

 当
 

実
施
区
分
 

要
望
元

 
予

算
区
分

 

微
生
物

/
 

ウ
イ
ル
ス

 

食
中

毒
等
の

健
康

危
機
事

案
の

発
生
に

お
け

る
迅

速
・

集
中
的

な
検

査
の
実

施
や

早
期
の

原
因
究
明

 

1
9
野
生

小
動
物

の

S
F
T
S

ウ
イ

ル
ス

及
び

日
本

紅
斑

熱
リ

ケ
ッ

チ
ア

の
抗

体
保

有
状

況
の
研
究

<新
>
 

R
2
-
R3
 

日
本

紅
斑

熱
の

抗
体
検

査
方
法

を
確

立
す

る
と

と
も

に
、
野

生

動
物

の
日

本
紅

斑
熱
リ

ケ
ッ
チ

ア
及

び
S
FT
S

ウ
イ

ル
ス
抗

体
保

有
状

況
を

確
認

す
る

こ
と

に
よ

り
、
日

本
紅

斑
熱

及
び

S
A
FT

患
者

未
発

生
地

域
で

の
患

者
発

生
リ

ス
ク

を
予

測
し
、

医
療

機
関

や
県

民
へ

の
注

意
喚

起
及

び
当

感
染

症
を

予
防

す
る
た

め
の

施
策

へ
反

映
さ

せ
る

。
 

大
石
沙
織

 
単

独
研
究

 
衛

生
課

 
県

 単
 

微
生
物

/
 

細
菌

 

食
中

毒
等
の

健
康

危
機
事

案
の

発
生
に

お
け

る
迅

速
・

集
中
的

な
検

査
の
実

施
や

早
期
の

原
因
究
明

 

2
0
新
興

細
菌
に

よ

る
食

中
毒

の
防

止
に

関
す

る
研

究
<新

>
 

R
2
-
R3
 

新
た

な
食

中
毒

細
菌

（
新

興
細

菌
）

が
流

行
し

、
定

着
す

る
こ

と
を

防
ぐ

た
め

、
3
種
の

新
興

細
菌
（
Es
ch

er
ic

hi
a 

al
be
ri

i、
Ar

co
ba
vc

te
r 

bu
tz
le

、
Pr
ov
id

en
ci
a

属
菌

）
に

つ
い

て
、

検

査
法

を
確

立
し

、
食

品
や

環
境

水
等

の
汚

染
実

態
を

把
握

し
、

効

果
的

な
制

御
方

法
を

提
案

す
る

。
 

大
越
魁

 
単

独
研
究

 
衛

生
課

 
県

 単
 

医
薬
食
品

/
 

医
薬

 

先
進

的
・
高

度
な

技
術
力

を
要

す
る
試

験
・

検
査
の

実
施

 

2
1
 
化

粧
品

中
の

規
制

対
象

成
分

の
分

析
法

に
関

す
る
研
究

<新
>
 

R
1
-
R3
 

本
県

に
お

け
る

化
粧

品
生

産
金

額
は

全
国

ト
ッ

プ
ク

ラ
ス

で
あ

り
、

化
粧

品
産

業
は

重
要

な
産

業
の

一
つ

と
な

っ
て

い
る

。
化

粧
品

は
、

配
合

禁
止

・
配

合
制

限
成

分
リ

ス
ト

等
に

よ
る

規
制

及
び

配
合

し
た

す
べ

て
の

成
分

の
名

称
を

表
示

す
る

制
度

の
も

と
で

安
全

性
の

確
保

等
が

図
ら

れ
て

い
る

が
、

配
合

禁
止

成
分

の
検

出
や

、
配

合
成

分
の

記
載

漏
れ

、
配

合
成

分
に

よ
る

ア
レ

ル
ギ

ー
発

症
等

の
事

例
が

散
見

さ
れ

て
い

る
。

そ
こ

で
、

本
研

究
で

は
、

県
内

で
製

造
や

流
通

し
て

い
る

化
粧

品
に

よ
る

健
康

被
害

の
発

生
拡

大
を

防
止

す
る

た

め
、

化
粧

品
基

準
に

お
い

て
配

合
が

制
限

又
は

禁
止

さ
れ

て
い

る
成

分
に

つ
い

て
、

健
康

被
害

発
生

の
可

能
性

が
高

い
も

の
や

違
反

等
の

報
告

例
が

多
い

も
の

に
対

す
る

効
率

的
な

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
分

析
法

の
開
発
を

目
指
す
。

 

鈴
木
喬
大

 
単

独
研
究

 
薬

事
課

 
県

 
単

 

<新
>：

新
規

課
題

  
<受

>：
受

託
  

<共
>：

共
同
研

究
 

<助
>：

国
庫

補
助
 

<委
>：

国
庫

委
託

  
<交

>：
国

庫
交
付

金
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環
境
衛
生

科
学
研

究
所

  
 
 N
o.
1
1
 

部
門
/
分
野

 
試

験
研
究

の
重

点
方
向

 
研

究
課
題

名
 

研
究
期
間

 
課

題
内
容

説
明

 
担

 当
 

実
施
区
分

 
要

望
元

 
予

算
区
分

 

医
薬
食
品

/
 

医
薬

 

先
進

的
・

高

度
な

技
術

力

を
要

す
る

試

験
・

検
査

の

実
施

 

2
2
 
強

壮
用

医
薬

品

類
縁

体
の

ス
ク

リ

ー
ニ

ン
グ

法
の

開

発
 

 

H
3
0
-R
2
 

本
県

の
強

壮
用

健
康

食
品

買
上

調
査

で
は

、
医

薬
品

成
分

で
あ

る
シ

ル
デ

ナ
フ

ィ
ル

、
バ

ル
デ

ナ
フ

ィ
ル

及
び

タ
ダ

ラ
フ

ィ
ル

等
の

試
験

を

実
施

し
て

い
る

が
、

近
年

、
法

規
制

を
逃

れ
る

た
め

に
、

既
知

の
医

薬

品
成

分
の

構
造

の
一

部
が

置
き

換
え

ら
れ

た
医

薬
品

類
縁

体
の

検
出

が

報
告

さ
れ

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
医

薬
品

成
分

だ
け

で
な

く
医

薬
品

類

縁
体
の
存

在
も
考
慮
し
検

査
体
制

を
整
備

す
る
必

要
が
あ

る
。
そ

こ
で

、

本
研

究
で

は
、

当
研

究
所

が
有

す
る

違
法

薬
物

研
究

や
創

薬
探

索
研

究

の
実

績
に

よ
る

化
学

合
成

に
関

す
る

技
術

を
活

か
し

て
、

強
壮

用
健

康

食
品

に
含

ま
れ

る
可

能
性

の
あ

る
医

薬
品

成
分

及
び

こ
れ

ら
の

医
薬

品

類
縁

体
の

特
異

性
に

関
す

る
情

報
等

の
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
を

構
築

し
、

迅

速
か

つ
一

括
し

て
検

出
で

き
る

効
率

的
な

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
分

析
法

を

確
立
す
る

こ
と
を
目
指
す

。
 

金
子
亜
由

美
 

単
独
研
究

 
薬

事
課

 
県

 単
 

医
薬
食
品

/
 

食
品

 

先
進

的
・

高

度
な

技
術

力

を
要

す
る

試

験
・

検
査

の

実
施

 

2
3

茶
中

の
残

留
農

薬
一

斉
分

析
法

の

検
討

 

R
1
-
R2
 

現
在

、
当

研
究

所
で

行
っ

て
い

る
茶

の
残

留
農

薬
検

査
は

溶
媒

抽
出

法
に
よ

る
L
C
/M
S
/M
S
分
析
で

74
項

目
、
熱
湯
抽

出
法
に

よ
る

LC
/
M
S/
M
S

分
析
で

11
項

目
、
G
C/
M
S/
M
S
分

析
で

25
項

目
で
あ

り
、
こ
の

項
目
数

は
、

野
菜

や
果

実
の

残
留

農
薬

検
査

と
比

較
す

る
と

半
分

以
下

と
少

な

い
状

況
に

あ
る

。
ま

た
、

茶
の

生
産

者
が

使
用

し
て

い
る

農
薬

の
う

ち

一
部

は
検

査
項

目
に

含
ま

れ
て

い
な

い
の

が
現

状
で

あ
る

。
茶

は
静

岡

県
の

特
産

品
の

一
つ

で
あ

り
、

県
内

の
み

な
ら

ず
、

国
内

外
に

も
広

く

流
通

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
基

準
値

を
超

え
る

農
薬

が
残

留
す

る
茶

を

流
通

さ
せ

な
い

よ
う

、
検

査
体

制
の

強
化

が
望

ま
れ

る
。

そ
こ

で
、

本

研
究

で
は

、
現

行
の

一
斉

分
析

法
よ

り
多

く
の

農
薬

を
正

確
に

分
析

で

き
る

一
斉

分
析

法
を

開
発

す
る

こ
と

で
、

茶
の

残
留

農
薬

検
査

体
制

の

強
化
を
目

指
し
、
県
民
の

食
の
安

全
、
安

心
に
つ

な
げ
る

。
 

柴
田
絋
希

 
単

独
研
究

 
薬

事
課

 
県

 単
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野

 
試

験
研
究

の
重

点
方
向

 
研

究
課
題

名
 

研
究
期
間

課
題
内
容

説
明

 
担

 当
 

実
施
区
分
 

要
望
元

 
予

算
区
分

 

医
薬
食
品

/
 

医
薬

 

先
進

的
・

高

度
な

技
術

力

を
要

す
る

試

験
・

検
査

の

実
施

 

2
4
 
FT
-
IR

を
用

い

た
緊

急
危

機
対

応

試
験
法
の

検
討

 

<
新

>
 

R
2
-
R3
 

F
T
-
IR
（
フ
ー

リ
エ
変
換
赤
外
分

光
光
度

計
）
で

得
ら
れ

る
赤
外

吸
収
ス

ペ
ク
ト
ル

は
、
物
質

固
有
の

パ
タ

ー
ン
を

示
し

、
未

知
検
体

の
測

定
デ
ー

タ

と
、
既
知

物
質
の
デ
ー
タ

を
照
合

す
る
こ

と
で
物

質
の
絞

り
込
み

を
行
う

こ

と
が
で
き

る
。
本
研

究
で
は

、
危

険
ド
ラ

ッ
グ
や

無
承
認

無
許
可

医
薬
品

に

よ
る
健
康

危
機
管
理
事
案

が
生
じ

た
際
、
FT
-
IR

を
用
い

た
初
動

対
応
が

よ

り
迅
速
に

で
き
る
試
験
法

を
確
立

す
る
こ

と
を
目

的
と
す

る
。
具

体
的
に

は
、
過

去
の
事

例
を

精
査
し

、
最

適
な
前

処
理
や

測
定
法

の
事
前

構
築
及

び

医
薬
品
や

毒
物
劇
物
等
に

関
す
る

ス
ペ
ク

ト
ル
情

報
等
の

ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー

化
を
行
っ

て
い
く
。
確
立

し
た
試

験
法
を

適
用
す

る
こ
と

で
、
F
T
-
IR

に
よ

る
検
査
の

適
応
範
囲
を
広

げ
、
県

民
の
健

康
や
環

境
へ
の

被
害
を

最
小
化

す

る
こ
と
を

目
指
す
。

 

栗
原
傑

 
単

独
研
究
 

薬
事
課

 
県

 単
 

環
境
科
学

/
 

環
境
科
学

・
 

医
薬
食
品

/
 

食
品

 

そ
の
他

 
2
5

世
界

農
業

遺
産

「
静

岡
水

わ
さ

び

の
伝
統
栽

培
」
を
発

展
さ

せ
る

種
苗

産

業
と

新
栽

培
体

系

の
確
立

 

[
成

]<
共
>
 

R
1
-
R3
 

本
県

の
特

産
品

で
あ

る
ワ

サ
ビ

は
、

和
食

ブ
ー

ム
や

世
界

農
業

遺
産

認
定

に
よ

り
、

さ
ら

な
る

需
要

拡
大

が
見

込
ま

れ
て

い
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

産
地

内
で

は
生

育
環

境
が

不
良

で
遊

休
化

し
た

ワ
サ

ビ
田

が
増

加
し

て
お

り
、

生
産

量
の

機
会

損
失

が
常

態
化

し
て

い
る

。
 

そ
こ

で
、

生
育

揃
い

が
良

く
不

良
環

境
適

応
性

の
高

い
ワ

サ
ビ

品
種

の
育

成

に
よ

り
、

生
育

環
境

不
良

田
で

の
ワ

サ
ビ

生
産

を
拡

大
す

る
。

ま
た

、
生

育
制

御

技
術

の
開

発
に

取
り

組
み

、
遊

休
田

を
活

用
し

、
短

期
密

植
栽

培
に

よ
る

小
型

ワ
サ

ビ
や

、
辛

味
成

分
・
機

能
性

成
分

を
増

強
し

た
高

付
加

価
値

ワ
サ

ビ
な

ど
、

多
様

な
ワ

サ
ビ

の
生

産
を

目
指

す
。

 

当
研

究
所

で
は

、
ワ

サ
ビ

の
辛

味
・
機

能
性

成
分

等
（
A

IT
C

、
6
-
M

S
IT

C
、

IT
C

類
の

前
駆

体
で

あ
る

G
SL

類
）
を

分
析

す
る

と
と

も
に

ワ
サ

ビ
田

用
水

の

溶
存

元
素

と
あ

わ
せ

て
要

因
解

析
し

て
、

F
1

育
種

と
生

育
制

御
技

術
開

発
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

 

 

岡
智
也

 

山
本
幸

 

共
同
研
究

（
農
林
技

術
研
究

所
）

 

 

農
林

技
術

研
究
所

 

県
 
単

 

(
新
成

長
)
 

 

所
間
連
携

 

微
生
物
部

/
 

細
菌

 

そ
の
他

 
2
6

マ
リ

ン
バ

イ
オ

産
業

振
興

の
た

め

の
海

洋
由

来
微

生

物
を

活
用

し
た

新

た
な
食
品

開
発

 

 
<
新
>
 
[成

]〈
共
〉
 

R
2
-
R4
 

マ
リ

ン
バ

イ
オ

産
業

振
興

ビ
ジ

ョ
ン

の
提

言
に

基
づ
き

、
本

県
が

有

す
る
「
海

洋
バ

イ
オ

」
を
活

か
し

た
新
た

な
産

業
の

創
出

を
図

る
た
め

、

海
洋

微
生

物
を

活
用
し

た
食
品

開
発

分
野

に
お

い
て

研
究
開

発
か

ら
産

業
応

用
へ

の
循

環
を
実

現
し
、

食
品

開
発

に
お

け
る

政
策
課

題
の

解
決

を
目

指
す

。
 

長
岡
宏
美

 共
同
研
究

（
水
産
技

術
研
究

所
）

 

 

水
産

技
術

研
究
所

 

県
 
単

 

(
新
成

長
)
 

 

所
間
連
携

 

<新
>：

新
規

課
題

  
<受

>：
受

託
  

<共
>：

共
同
研

究
 

<助
>：

国
庫

補
助
 

<委
>：

国
庫

委
託

  
<交

>：
国
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